
解説　～親も知っておくべきネットの危険性～

家庭のルールを
友だちと共有することが

大切です

保護者も子どもたちと使い方などについて
話し合い、正しい知識を得ましょう！

親がしっかりと子どもを見守り、
何気ない変化にも気を配ること
が大切です！

学校では「ネット問題」「ネット依存」に真剣に
取組んでいます！ご家庭でもこれらの問題に
ついて話してみませんか？

+

2月28日（日）2月28日

10：07
スマホでのネッ

ト問題が深刻に
なってきている

ね。

そうだね。その他
にも課題はいっ

ぱいあるよ。

例えば、フィル
タリング。きち

んと設定

しても完全に安
心とは言えない

んだよ。

それにね、スマ
ホ以外でもネッ

トに

接続できること
は知ってた？

iPodや3DSでも
ネットにつなが

るんだよ。

そうなんだよ。

そうだよ。他
にも、写真を

むやみに

SNSにアップす
ることも危険だ

よ。

それが危ないん
だよ！

詳しくは「解説
」で説明するね

。
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写真真

10：18

ネット依存とか
本当に怖いよね

。

え？フィルタリ
ングしたら安全

ちゃうの？

え！そんなん皆
、普通にやって

るで！

え？どういうこ
と？

知らんことばっ
かりやわ。親も

勉強せなあかん
なぁ。

ゲーム機でもネ
ットにつながる

んや！

10：18

10：19

10：22

10：24

中P連

ご家庭でこんなシーンないですか？

まずは親
から！

模範とな
る行動に

努めよう
!!!

位置情報サービス(GPS機能)を「ON」にしたままスマホ
やタブレットで写真撮影をすると、写真情報として「日

時」や「撮影場所」などが記録されてしまいます。この写真をSNS
にアップすることで、見た人すべてに「住所」などを知らせる事に
なり、その結果、事件に巻き込まれる可能性があるのです。

3

インターネット上での誹謗中傷や個人情報の書込み等が横行し、「いじめ」等の
問題にもつながっている状況を踏まえ、京都市教育委員会では、府教育委員会

と連携し、学校非公式サイトをパトロールするシステムを民間業者へ委託し実施してい
ます。安易な書き込みは個人情報の流布にもつながります！

WiFiを利用すると、普段ならフィルタリングがかかっ
ていて見ることのできないサイトでも見ることが出来ま

す。スマホやiPod、3DSを持ち出し、親の知らないところで暴
力的な映像や危険なサイトなどを見ているかもしれません。

夜遅くまでＳＮＳやインターネットに夢中になったり、勉
強中や食事中も手放せなくなったりするネット依存症

により、学力低下や生活習慣の乱れなどに繋がっています。

2

1
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京都はぐくみ憲章京都はぐくみ憲章
　子どもたちを健やかに育むための、大人としての行動規範「京都はぐくみ憲章」。
　PTAしんぶん2月号では、幼・小・中・高・総それぞれの連絡協議会が、この憲
章に基づき検討している課題や取組実践について紹介していきます。

ネット問題ネット問題について考えよう！について考えよう！

実践していますか？

校長先生より

ケータイ
ばかりに夢中
ケー
に夢中
タイ

ばかり
タ
りに

1 市P連ホームページ:http//www.kyoto-pta.jp/　メールアドレス:kyoto-pta@edu.city.kyoto.jp

☎075（801）1177【 相談時間 】10時～16時30分
育児のこと・しつけのこと・子どもの教育など悩みを抱える方は、誰でもお気軽にお電話ください。秘密は固く守られます。　

※火曜（祝日の場合は翌日も）・日曜・祝日・年末年始は休み

発行

▲

 京都市 PTA連絡協議会・京都市教育委員会
お問合せ先

▲

 京都市 PTA連絡協議会事務局 TEL:075-801-4796
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かわいい
ゾウさん

  ありがとう
！

　平成26年11月に京都市動物園へ4頭の子象を寄贈して
下さったラオスに感謝し、ラオスの子どもたちの教育環境の
充実を目指して、学校建設のための募金活動「象への恩返し
プロジェクト」を各幼稚園にて取り組みました。皆さまのご
協力を得て、平成27年9月に京都市役所にて人づくり21世
紀委員会（京都市教育委員会生涯学習部）にお渡しすること
ができました。また、平成27年11月の京都市動物園グラン
ドオープンセレモニーに参加させていただき、この募金が
京都市長へと手渡されることを見届け、これから学校建設
へ向けての本格的な活動が始まることに安堵しています。

「 象への恩返しプロジェクト」
な取組を紹介します!!

幼P連シンボルマーク「はぐちゃん」の名前の由来は、
育（はぐくむ）の“育”と抱きしめるの“hug”！

　私たち保護者にとって、子どもたちの「進路」はとても気がかりなこと
の一つです。なのでついつい、子どもたちに「ちゃんと勉強しているの？」
「将来のことはもう決めたの？」なんてことを言っているのではないで
しょうか？進路に悩む子どもたちに対して、私たちはどのようなアドバ
イスをすればいいのか市立高校の校長先生に聞いてみました。

教えて! 校長先生!!!高P連

　京都はぐくみ憲章にもあるように、子どもたちが健やかで心豊かに成長
し自立していくためには、どのような関わり方が大切なのでしょうか？
　今回総P連では、「地域とのつながり」と「子どもたちの未来（自立）」を
テーマに、各校の保護者に想いを語っていただきました。

総P連
子どもたちの自立に向けて

地域のつながりを
大切にしたい

　親がどこで気持ちを離していくかが、子どもの自立に繋がると思います。
　私は自身の入院をきっかけに、私がいない娘の生活を考えるようになりま
した。
　娘には、重度の知的障害と身体機能障害があります。自分一人では生きて
いけない、一生誰かの手を借りて生活することになる娘に、一つでも多く、一
人でできることを増やして欲しいと日々取り組んでいます。可哀想と思う
事もありますが、心は苦しくても子どものためにと我慢し、それに娘が応え
てくれた時、大きな喜びが生まれます。

呉竹総合支援学校　岡　千栄子

　自分の苦手が苦痛にかわり、次第に
家から出ることが出来なくなった息子
ですが、病院生活の中、「そのままでい
いんだよ」と周囲の方々から受け入れ
てもらい、認めてもらう環境の中で自

分を許し、確かめ挑戦する心を育ててもらいました。
　この４月には退院し高校へ通いたいと言います。不安
もありますが今は勇気でいっぱいです。これから息子を取
り巻く社会が希望のステージであることを願っています。

桃楊総合支援学校　高橋　 善

　子どもが幼いころは分け隔てなく
地域の友達と遊んでいましたが、小学
校高学年ぐらいから意識しだすので
しょうか、遠巻きに眺められているよ
うな感じでした。

　支援学校高等部「職業学科」に通いだしてから地域
の方々と体操教室、配食、園児への読み聞かせ、お寺
のお掃除、様々な方との関わりを通して成長していっ
ているのだなと感じます。　　

白河総合支援学校　比嘉　光雄

　障害が有る無しに関わらず子ども
たちは保護者を中心とした人々に見
守られ成長していると実感します。
それは何気ない小さな声かけからも
感じられます。「背が伸びたね～」「ご
挨拶できたね」一人の人としての対
応に地域の方々のあたたかさを感じ
ます。
　  西総合支援学校　菅野　直行

　この春、子どもが学校を卒業し、自
立への一歩を踏み出します。本当の
意味での自立はまだ先ですが、色々
な経験を積み重ね、回りの方々に支
えられながら一歩一歩、自立への道

を歩んで欲しいと思います。どんな困難も乗り越
えられる力がついた時、本当の自立だと思います。
それまで見守っていきたいです。

 鳴滝総合支援学校　麻田　由希美

　子どもは、たくさんの人たちとの関
わりの中で、様々な経験を重ねなが
ら成長していきます。人と人とのつ
ながりや、地域とのつながりの中で、
互いに支え合い、助け合い、「共に生き

る」ことも大切な自立の一つだと思います。
　子どもが大きくなるにつれ、「つながり」の大切さと
心強さを日々実感しています。

北総合支援学校　清野 嘉奈子

　学校も卒業後の進路も限られた世
界の中で、子どもたちは自分の居場所
を作り、周囲の人にも支えられ、少し
ずつその世界を広げようとしていま
す。親としては１人で登校できるのか

不安でいっぱいでしたが、地域の方に励まされなが
ら通う我が子の姿に成長を感じると同時に、地域の
方々の優しさが心に沁みています。 

東総合支援学校　今井 志保里

はぐちゃん

子ども子どもたちのたちの進路進路
～親としてできること～

子どもたち
が必死に将

来のことを考えてい
るのに、親としてどう
アドバイスしていい
かわかりません。

「親」という字
は、「木」の上に
「立」って「見」

ると書きます。少し離
れたところから、子ども
の『心の声』を聴いてみ
てはいかがでしょう。

Ｑ１
A

西京高校
村上　英明 校長

子どもひと
りひとりが

進路実現をするため
に、高校生活で大切
にしなければいけな
い事は何でしょうか。

ズバリ！家庭での
「学習習慣」の
確立です。この

難しい命題の解決への第
一歩は食事・睡眠・入浴
等の生活のリズムをルー
ティン化することです。

Ｑ3
A

紫野高校
竹田　昌弘 校長

子どもの選
ん だ 進 路

が、子どもの特性に
合わず挫折してしま
わないか心配です。

Ｑ2 もちろん将
来はわかり
ませんが、

今はまず全面的に信
頼し、子どもが自信
を持って前を向ける
声掛けや支えを！

A

京都堀川音楽高校
山脇　護 校長

動物園グランドオープンセレモニー

募金受け渡しの様子

ん ぶ ん 2



市P連行事平成28年度

パパママ
読んで！

えほん大好き！

　毎月16日に実施
している「ノーテレ
ビ・ノーゲームデー」
の取組をより具体化
し、一層 “親子のふ
れあい " を深めるた

め、同16日に「一緒に絵本を読もう！デー」を実施しています。そ
して実践として、今年度、幼P連の主な取組のひとつに「親子で絵本
タイムを作ろう！」をテーマに掲げ、親子で読んだ本を記録する読
書ノートをより活用してもらえるよう、皆さまからの “親子の絵
本の記録 " をなかよし新聞にも掲載しています。絵本の題名と、
ひとことを書くように意識するようになって、より絵本タイムを
楽しめるようになったという声もありました。絵本を通じて親子
の時間をともに楽しくすごしてもらえることを望んでいます。

「 親子で絵本タイムを作ろう! 」

幼P連 今年度の幼P連の大きな

教育タイムズ

平成28年4月
東山総合支援学校が
開校します
平成25年4月、「地域とともに」をコンセプトとして、元東山
小学校（東山区）に開校した白河総合支援学校東山分校は、
平成28年4月に京都市立総合支援学校8番目となる東山総
合支援学校として独立・開校します。（職業学科3校目）
学校に併設された「カフェしゅうどう」での喫茶サービスを
はじめ、読み聞かせや保育補助、介護補助、交流農園等、様々
な地域協働活動を通じて、生徒達の「必要とされる実感」を感
じ取る経験を積み重ね、社会人として自立できる力を育むこ
とを目指します。今後、白河・東山・鳴滝の3校体制で、さら
に職業教育・就労支援を展開・発展させてまいります。

カフェしゅうどう

保育園での読み聞かせ

高齢者への弁当宅配

子どもの「発達障害」で悩んでいませんか？ 親
も
学
び
、成
長
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

ず
ば
り
発
達
障
害
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
？

　

脳
機
能
の
発
達
が
関
係
す
る
生

ま
れ
つ
き
の
障
害
で
す
。
そ
の
結

果
と
し
て
発
達
面
で
他
の
子
ど
も

と
違
っ
た
特
徴
や
か
た
よ
り
が
あ

り
困
り
を
か
か
え
て
し
ま
い
ま
す
。

発
達
障
害
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
場
合
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
？

　

京
都
市
の
総
合
支
援
学
校
に
は

育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
京
都
市
に

お
住
ま
い
で
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い

て
様
々
な
悩
み
を
お
持
ち
の
保
護
者

や
教
育
・
福
祉
関
係
者
の
方
を
対
象

に
子
ど
も
の
就
学
や
支
援
方
法
等
の

相
談
に
応
じ
、
助
言
や
情
報
提
供
を

行
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
内
容
の

相
談
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

主
な
内
容
と
し
て
は
子
ど
も
た

ち
の
行
動
面
に
対
す
る
相
談
。
ま

た
学
習
の
指
導
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。
昨

年
は
約
1
，3
0
0
件
も
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、一
学
級
の
中
に
一
人
以
上
、
発
達
障

害
も
し
く
は
そ
う
思
わ
れ
る
児
童
が
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
文
科
省
の
発
表
に
よ
る

と
6.5
％
）し
か
し
、
私
た
ち
保
護
者
は「
発
達

障
害
」に
つ
い
て
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？

　

総
合
育
成
支
援
課
首
席
指
導
主
事
江
川
先
生

に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
あ
と
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き

「
褒
め
る
」こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
良

い
面
を
大
き
く
育
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こ
と
が
で
き
る

と
い
う
江
川
先
生
の
言
葉
は
、
胸
に
響

く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

も
し
か
す
る
と
京
都
は
ぐ
く
み
憲

章
に
も
あ
る「
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も

た
ち
を
育
む
環
境
づ
く
り
」と
は
、
私
た

ち
親
が
子
ど
も
た
ち
を〝
褒
め
る
〞こ
と

か
ら
は
じ
ま
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

発
達
障
害
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
方
に
何
か

ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

　

一
般
的
に
発
達
障
害
の
お
子
さ
ん
に

問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、ま

わ
り
の
環
境
が
お
子
さ
ん
の
悪
い
部
分

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
見
て
い
る
だ

け
と
い
う
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。個
々

に
は
そ
れ
ぞ
れ
良
い
と
こ
ろ
も
多
く
あ

る
は
ず
で
す
。
そ
の
良
い
面
を
褒
め
、伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
子
ど
も
の
成
長
に

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、ま
ず
褒

め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
で
き
な
い
こ

と
を
叱
る
の
で
は
な
く
、で
き
る
こ
と
を

褒
め
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で

き
る
こ
と
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と

が
一
番
の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

Q

Q

QQ

★社会全体で子どもたちを守るため、
　子どもたちの人権について訴えます!
　憲法月間人権啓発パレード
　●京都市役所前～総合教育センター

★子どものために大人が頑張る一大イベント!!
　PTAフェスティバル
　●みやこめっせ　第3展示場

★全行政区、全校種で実施!
　人権月間街頭啓発活動
　●市内23ブロック（予定）

★1年間PTA活動に一生懸命取り組んでいただいた皆様に
　感謝を込めて実施!（※どなたでも参加できます。）
　PTA感謝の集い・
  親子コンサート
　●京都コンサートホール

4月16日
（土）

7月2日
（土）

12月3日
（土）

12月10日
（土）

は
ぐ
く
み

北総合支援学校 育支援センター 431-6636

東総合支援学校 育支援センター 594-6501

西総合支援学校 育支援センター 332-4275

呉竹総合支援学校 育支援センター 601-9104

白河総合支援学校 育支援センター 771-5510

鳴滝総合支援学校 育支援センター 461-3221

桃陽総合支援学校 育支援センター 641-2634

発達障害等に関する相談先

小P連

「
で
き
な
い
」と
こ
ろ
に

  

注
目
す
る
の
で
は
な
く
、

「
で
き
る
」こ
と
を

  

実
感
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。  
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P  PTA役員委  教育委員会

P  今野中P連庶務

子どもたちが主体的に学ぶた
めの取組内容を問う

委  中村理事

ゲーム機、スマホとの関わり
方を語られた

通学路の安心安全について
より一層の対策を求める
P  千賀小P連会計

優秀な教職員の確保を
求める
P  南中P連庶務

薬物乱用について継続的な
啓発の必要性を訴える
P  山本中P連副会長

京都市における道徳教育の
取組を問う
P  山内小P連庶務

国際社会で活躍できる子ど
もたちの育成について熱く
語る
P  森里高P連副会長

「保幼小連携」の
必要性を訴える
P  赤澤幼P連副会長

災害時の子どもたちの安全
な避難場所の確保を強く求
める
P  清野総P連副会長

インクルーシブ教育システ
ムの詳細をたずねる
P  浅井幼P連副会長

京都の魅力発信事業に
ついて問う
P  束原高P連副会長

大規模災害時の対策を
説明された
委  稲田総務部長

京都市における安心安全対
策について説明された
委  宮本体育健康教育室長

グローバル人材の育成に
ついて語られた
委  大黒指導部担当部長

教職員の指導力向上に
向けた取組を語られた
委  中永総合教育センター所長

京都市の「小中一貫学習支援
プログラム」や道徳教育の展
望を説明された
委  大林指導部長

京都市独自の「おもてなし」
事業を説明された
委 的山指導部担当部長

　懇談会では、昨年大きな問題となった薬物乱用問題に関し、防止に向け
た各連協の取組内容を伝えた他、スマホや携帯電話、ゲーム機などの通信
機器を介してのトラブルについても、教育委員会と課題を共有しました。
　さらに、「確かな学力の定着に向けた取組」、「優秀な教職員の確保に
向けた取組」などについて詳しくお聞きするとともに、「道徳」の教科化に
向けた取組について、京都市の展望をお聞きしました。

　1月18日、本能寺会館（中京区本能寺前町）に
て、在田教育長をはじめとした京都市教育委員会
の局部長級職員の方々との総勢 65名による教
育懇談会を開催しました。

P  中村幼P連会長

ゲーム機やスマホ所持の低
年齢化について訴える

P  久保川小P連会長

薬物乱用やネット問題につい
て、小 P連での会議の様子
を伝えるP  村上高P連会長

薬物乱用の危険性について
語る

P  岡総P連会長

スマホ、タブレットの危険性・
有用性を語る

P  奥野市P連会長

PTAとして教育課題解決に向けた
意欲を語る

教育懇談会

懇
談
内
容

1京都市の教育について
❶ 子どもたちの安心・安全に関
する取組について

❷ 確かな学力の定着に向けた
取組について

❸ 国際社会で活躍できる子どもたちを育成するために
❹ インクルーシブ教育システムについて
❺優秀な教職員の確保に向けた取組について
❻ 小1プロブレムを防ぐ「保幼小連携」の推進について
❼「子どもたちによる京都の魅力発信事業」について
❽「道徳」の教科化
2喫緊の教育課題について＜フリートーク形式＞

委  在田教育長

親と子のコミュニケーションの大切さ
を述べられた

4 P T A し ん ぶ ん第71号　平成28年（2016年）2月
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